
◆平成２０年５月号  ◇発行  朝来市  ◇編集  朝来市総務部秘書広報課  ◇〒６６９‐５２９２兵庫県朝来市和田山町東谷２１３番地１

◇TEL  ０７９‐６７２‐３３０１（代表）◇FAX  ０７９‐６７２‐４０４１◇URL  http://www.city.asago.hyogo.jp/  ◇E‐mail：info@city.asago.hyogo.jp

人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２０年

２００８　May 

No.３８

５月

あ　　さ　　ご ５月

平成２０年

今月の主な内容

２～３
教育・郷育・共育による心豊かな「朝
来っ子」づくり

４～５明らかになった学校改善の方向性－学校評価
６お世話になります　区長さんの紹介
７平成１９年度下半期財政状況公表
８～９市政フラッシュ
８～９我がまち朝来再発見
１０～１１まちのわだい
１２～１７情報掲示板 
２０くらしのカレンダー

白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!白熱、かごかきレース!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
　第９回朝来市「わだやま竹田」お城まつりが４月６日、JＲ

竹田駅前と竹田寺町通りを主会場に開催されました。当日は、

恒例の武者行列などさまざまなイベントが行われ、多くの人

でにぎわいました。

　中でも、地区対抗で行われた「かごかきレース」では、担

ぎ手と乗り手など約９人が１チームとなり、竹田新町公民館

をスタート。中継地点で交代しながら、ゴール地点の竹田小

学校前を目指し１．５㌔ を力走。つめかけた見物客から熱烈な

声援を受けていました。



期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
系
統
的

な
教
育
の
研
究
開
発
を
行
う
こ

と
や
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

豊
か
な
心
と
個
性
を
は
ぐ
く
む

教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
ね

ら
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
全
国
各
地
で
、

全
国
学
力
･
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て「
確
か
な
学

力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な

体
」
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
た
め
の
工
夫
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
校
園
区
の
見
直
し

や
再
編
成
を
目
的
と
す
る
「
朝

①
系
統
性
の
あ
る
教
育
体
制
を

　
作
り
ま
す
（
次
に
つ
な
げ
ま

　
す
）

・「
教
育
の
専
門
家
」
と
し
て
情

熱
や
愛
情
あ
ふ
れ
る
教
職
員
の

来
市
学
校
配
置
等
検
討
委
員

会
」
を
平
成
　
年
１
月
か
ら
定

１９

期
的
に
開
催
。　

月
に
は
提
言

１２

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ

の
提
言
を
も
と
に
教
育
効
果
の

高
い
新
し
い
朝
来
の
教
育
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
全

市
的
な
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

早
期
実
現
や
校
種
間
の
つ
な
が

り
の
あ
る
教
育
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、子
ど
も
た

ち
に「
生
き
る
力
」の
育
成
の
た

め
の
基
礎
･
基
本
を
身
に
つ
け

さ
せ
、効
果
的
な
体
験
活
動
を

通
し
て
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
・
幅
の
広
い
感
性
を
身
に
つ

け
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
志
」
を

実
現
さ
せ
る
力
を
は
ぐ
く
む
た

め
教
育
･
郷
育
･
共
育
に
よ
る
心

豊
か
な
「
朝
来
っ
子
」
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
近
年
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
は
、
国
際
化
や
情
報

化
の
進
展
、
地
球
環
境
の
悪
化

や
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
著
し

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
自

分
の
目
標
―「
志
」を
持
た
せ
、

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
校
評
価
を
生
か

し
た
「
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
」
の
推
進
や
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
で
き
る

新
し
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど
、

教
育
環
境
の
充
実
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
文
部
科
学

省
は
３
月
に
、現
行
の「
ゆ
と
り

あ
る
教
育
」を
改
善
し
た
新
学

習
指
導
要
領
を
発
表
。こ
れ
は
、

言
語
能
力
の
育
成
や
体
験
活
動

を
特
に
重
視
し
な
が
ら
、
幼
児

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
な
か
で
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
の
育
成
を
め
ざ
し
た
教
育
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
う
い
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
　２０

年
度
の
方
針
を
策
定
。
今
月
の
広
報
は
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実験を通して楽しく学ぶ理科授業（枚田小学校）

地域の人に教えてもらいながら、コメを育てたり、食べ

たりする体験を通して農業を学びます。（糸井小学校）

人
と
緑
 心
ふ
れ
あ
う
 交
流
の
ま
ち

教
育
・
郷
育
・
共
育
に
よ
る
心
豊
か
な「
朝
来
っ
子
」づ
く
り

～
郷
土
の
特
色
を
生
か
し
 共
に
高
め
あ
う
 つ
な
が
り
の
あ
る
教
育
の
推
進
～

国
の
動
向
と
市
の
目
指
す
方
向
性

広報 朝朝来来 ２

３
つ
の
方
針

国
の
動
向

学
校
園
の
教
育
・
保
育
を

充
実
し
、頼
も
し
い
次
世

代
を
育
て
ま
す

市
の
目
指
す
方
向
性



育
成
に
努
め
ま
す
。

・
学
校
園
内
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
発
達

段
階
を
考
慮
し
な
が
ら
系
統
的

な
教
育
・
保
育
を
進
め
る
と
と

も
に
、
保
育
園
児
か
ら
中
学
生

ま
で
の
系
統
的
な
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

②
学
校
園
と
地
域
の
結
び
つ
き

　
を
深
め
ま
す
（
風
通
し
の
よ

　
い
関
係
を
作
り
ま
す
）

・
学
校
園
運
営
へ
の
地
域
住
民

の
参
画
や
地
域
教
育
資
源
の
積

極
的
活
用
な
ど
、
地
域
に
開
か

れ
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学

校
園
づ
く
り
を
進
め
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
協
働
し
て
子
ど

も
た
ち
を
は
ぐ
く
む
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

③
体
験
活
動
を
生
か
し
、
健
や

　
か
な
心
身
と
確
か
な
学
力
を

　
培
い
ま
す
（
と
き
め
く
体
験

　
を
提
供
し
ま
す
）

・
実
体
験
や
具
体
物
に
接
す
る

こ
と
に
よ
り
、
健
康
で
頑
強
な

体
を
育
て
ま
す
。

・
幼
児
児
童
生
徒
の
個
性
を
尊

重
し
た
教
育
・
保
育
、
社
会
の

変
化
や
地
域
課
題
な
ど
に
対
応

し
た
課
題
解
決
教
育
を
充
実
さ

せ
、
確
か
な
学
力
の
定
着
と
生

き
る
力
の
育
成
、
豊
か
な
人
間

性
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
進
め
ま

す
。

④
安
全
で
教
育
効
果
の
高
い
環

　
境
を
作
り
ま
す
（
安
全
安
心

　
を
確
保
し
ま
す
）

・
学
校
園
規
模
の
適
正
化
や
校

園
区
の
見
直
し
を
進
め
な
が
ら
、

学
校
施
設
・
設
備
の
計
画
的
な

整
備
を
図
り
、
安
全
で
教
育
効

果
の
高
い
教
育
環
境
を
整
え
ま

す
。

①
郷
土
の
魅
力
を
生
か
し
た
文

　
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
展
開

　
し
ま
す
（
感
性
を
育
て
ま
す
）

・
市
全
体
の
社
会
教
育
推
進
体

制
を
構
築
し
、
市
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め

の
条
件
整
備
と
市
民
に
よ
る
自

主
活
動
へ
の
展
開
を
推
進
し
ま

す
。

・
市
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
体

制
を
構
築
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
と
有
効
活
用
を
進
め
ま

す
。

・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
充
実

と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
育
成

を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
定

着
に
努
め
ま
す
。

②
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
を
保

　
存
・
活
用
し
、
継
承
に
努
め

　
ま
す
（
郷
土
を
大
切
に
し
ま

　
す
）

・
市
の
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産

の
適
切
な
保
存
・
活
用
と
伝
統

文
化
の
継
承
・
発
展
に
努
め
、

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。　
　

①
生
涯
学
習
の
基
盤
を
作
り
ま

　
す
（
い
つ
で
も
挑
戦
で
き
ま
す
）

・
生
涯
学
習
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
公
民
館
や
図
書
館
の
機

能
整
備
や
相
互
連
携
な
ど
の
推

進
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

自
主
活
動
を
促
す
情
報
と
学
習

機
会
の
提
供
、
指
導
体
制
の
充

実
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

成
果
が
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を

め
ざ
し
ま
す
。

②
心
豊
か
で
地
域
に
貢
献
す
る

　
青
少
年
を
育
て
ま
す
（
地
域

　
で
見
守
り
ま
す
）

・
次
代
を
担
う
青
少
年
を
地
域

ぐ
る
み
で
育
て
て
い
く
気
運
を

高
め
、
地
域
活
動
と
結
び
つ
い

た
青
少
年
の
育
成
活
動
を
促
進

し
、
青
少
年
の
社
会
参
加
を
進

め
ま
す
。

③
家
庭
教
育
力
の
向
上
を
め
ざ

　
し
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す

　（
家
庭
を
支
え
ま
す
）

・
教
育
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
を

支
え
て
い
く
気
運
を
定
着
さ
せ
、

家
庭
と
共
に
朝
来
市
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

小･中学校の連携による算数の授業（山口小学校）

子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
見
守
り

ま
す
（
竹
田
小
学
校
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
５

平成２０年５月平成２０年５月号号３

郷
土
の
魅
力
を
生
か
し
た

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

促
進
し
ま
す

共
に
学
び
、ふ
れ
あ
い
、高

め
あ
う
集
団
を
作
り
ま
す



　
近
年
、
学
校
の
自
主
性
・
自
立
性
が

高
ま
る
中
で
、
そ
の
教
育
活
動
等
の
成

果
を
検
証
し
、
学
校
運
営
の
改
善
と
発

展
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
が
説
明
責
任
を
果
た

し
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
協
力
を
進

め
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
文
部
科
学
省
は
、

平
成
　
年
６
月
に
学
校
教
育
法
を
改
正
。

１９

「
学
校
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
学
校
運
営
の
改
善
を
図
り
、
教

育
水
準
の
向
上
に
努
め
る
」
こ
と
を
規

定
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
の
流
れ
を
受
け
て
、市

内
の
各
小
・
中
学
校
で
も
、地
域
や
保
護

者
の
意
見
を
学
校
運
営
に
反
映
し
、
改

善
に
生
か
そ
う
と
、
学
校
評
価
を
実
施

し
ま
し
た
。

《
評
価
項
目
》

　
次
の
４
つ
の
観
点
で
評
価
し
て

い
ま
す
。

学
校
運
営
…
開
か
れ
た
学
校
づ
く

　
り
、
生
徒
指
導
、
危
機
管
理
体

　
制
な
ど

教
育
課
程
…
指
導
方
法
の
工
夫
、

　
道
徳
教
育
、
総
合
的
な
学
習
の

　
時
間
な
ど

課
題
教
育
…
人
権
教
育
、
自
然
学

　
校
な
ど
の
体
験
活
動
、
防
災
教

　
育

特
色
あ
る
教
育
…
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

　
ス
ク
ー
ル
事
業

《
評
価
方
法
》

　
小
・
中
学
校
ご
と
に
、
全
職
員
、

保
護
者
、
児
童
生
徒
が
ア
ン
ケ
ー

ト
や
自
己
点
検
に
よ
り
自
己
評
価

を
実
施
。
さ
ら
に
学
校
関
係
者
が

そ
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
意
見
や

講
評
を
出
し
合
い
ま
と
め
ま
し
た
。

※
各
項
目
評
価
の
数
値
化
の
方
法

　
小
・
中
学
校
ご
と
に
、
各
項
目

の
目
標
達
成
度
を
判
定
。
こ
の
目

学
校
運
営

特色ある
教育

教
育
課
程

課
題
教
育

開かれた学校づくり（進路選択能力の育成）

開かれた学校づくり（オープンスクールなど住民参加の教育活動の推進）

開かれた学校づくり（家庭や地域の人々への情報発信）

生徒指導（豊かな集団生活が営まれる学級づくり）

危機管理体制の整備（マニュアルの周知、対応と実践）

危機管理体制の整備（危機管理に関する実践）

基礎・基本の定着と個に応じた学習指導の充実

自ら学び自ら考える力の育成（指導内容の工夫改善）

体験活動の充実（自然学校、トライやる・ウィーク）

防災教育の実施

人権尊重の精神の育成

オンリーワンスクール

総合的な学習の時間（全体計画に基づく工夫改善）

道徳性の育成

生徒指導（児童生徒の内面理解を図る指導の工夫）

授業を受ける児童（梁瀬小学校）

※数値が大きいほど達成度が高いことを表しています〔項目ごとの評価値〕

　
市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
の
各
小
･中
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た

自
己
評
価
と
学
校
関
係
者
評
価
を
集
約
し
、
「
平
成
　
年
度
朝
来

１９

市
教
育
委
員
会
学
校
評
価
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
評
価
と
は

学校評価

広報 朝朝来来 ４

～
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
て
～

明
ら
か
に
な
っ
た
学
校
改
善
の
方
向
性



標
達
成
度
を
数
値
化
（
０
～
　
点
）
し

１００

て
算
出
し
、
市
内
の
学
校
の
平
均
値
と

し
ま
し
た
。

　
こ
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
　２０

年
度
に
工
夫
･
改
善
し
、
さ
ら
に
教
育

効
果
の
高
い
取
組
を
実
践
し
ま
す
。

《
学
校
運
営
に
つ
い
て
》

◎
開
か
れ
た
学
校
・
情
報
発
信
に
つ
い
て

・
学
校
･
学
年
だ
よ
り
の
定
期
的
な
発

　
行
や
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

　
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用
な
ど
に

　
よ
り
広
く
教
育
活
動
を
公
表
し
ま
す
。

・
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
学
校
公
開
事

　
業
）
や
参
観
日
に
地
域
住
民
に
も
参

　
加
し
て
も
ら
え
る
体
制
を
工
夫
し
ま

　
す
。

・
学
校
の
方
針
を
校
内
外
に
明
確
に
示

　
し
て
い
き
ま
す
。

・
ス
ク
ー
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ

　
ッ
フ（
S
・
V
・
S
）を
今
ま
で
以
上
に

　
充
実
さ
せ
、各
学
校
で
の
支
援
を
強

　
化
し
ま
す
。

◎
生
徒
指
導
に
つ
い
て

・
小
･
中
学
校
の
定
期
的
な
連
絡
会
議

　
を
開
催
し
、
情
報
の
共
有
化
や
指
導

　
体
制
の
統
一
を
図
り
ま
す
。

・
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
な

　
が
ら
、問
題
行
動
の
未
然
防
止
・
早
期

　
発
見
･早
期
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

・
学
校
生
活
全
般
で
「
共
に
高
め
あ
い
、

　
支
え
あ
い
が
で
き
る
仲
間
づ
く
り
」

　
に
努
め
、
豊
か
な
学
級
経
営
を
め
ざ

　
し
ま
す
。

・
ふ
り
か
え
り
週
間
、
ふ
り
か
え
り
カ

　
ー
ド
の
活
用
等
を
工
夫
し
て
、児
童
・

　
生
徒
の
自
立
に
向
け
た
取
組
を
進
め

　
ま
す
。

・
日
ご
ろ
か
ら
児
童
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
心
が
け
、
児
童
生

　
徒
理
解
に
努
め
ま
す
。

・
言
葉
づ
か
い
や
あ
い
さ
つ
等
の
指
導

　
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

・
集
合
や
清
掃
の
仕
方
な
ど
、
基
本
的

　
な
生
活
の
決
ま
り
を
徹
底
し
て
指
導

　
し
ま
す
。

◎
危
機
管
理
に
つ
い
て

・
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
現
状

　
に
あ
う
よ
う
再
点
検
し
、
教
職
員
へ

　
の
周
知
を
徹
底
し
ま
す
。

・
毎
月
の
安
全
点
検
日
を
設
定
し
、
危

　
機
管
理
意
識
の
持
続
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
防
犯
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
を
深

　
め
、
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・
不
審
者
侵
入
や
、
地
震
･
火
災
発
生

　
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
た

　
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

・
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

　
操
作
の
研
修
を
継
続
し
ま
す
。

《
教
育
課
程
に
つ
い
て
》

◎
基
礎
学
力
定
着
に
つ
い
て

・
平
成
　
年
度
の
全
国
学
力
･
学
習
状

１９

　
況
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
具
体
的

　
な
対
応
策
を
学
校
ご
と
に
作
成
し
、

　
実
践
を
進
め
ま
す
。

・
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、　
絶
え
ず

　
授
業
研
究
に
努
め
ま
す
。

・
新
学
習
シ
ス
テ
ム
や
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ

　
授
業
、
チ
ー
ム
･
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
授

　
業
な
ど
工
夫
し
た
授
業
形
態
に
よ
り

　
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
ま
す
。

・
基
礎
的
な
学
力
の
育
成
に
努
め
る
た

　
め
、
朝
ド
リ
ル
学
習
や
放
課
後
に
学

　
習
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
努
め
ま

　
す
。

・
発
表
の
仕
方
や
聞
く
態
度
な
ど
の
授

　
業
規
律
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

・
学
習
環
境
の
整
備
に
心
が
け
ま
す
。

◎
総
合
的
な
学
習
に
つ
い
て

・
地
域
住
民
の
参
加
を
一
層
進
め
、
求

　
め
て
い
き
ま
す
。

・
体
験
、探
求
型
の
授
業
を
通
し
て
子

　
ど
も
が
満
足
で
き
る
取
組
を
工
夫
し

　
ま
す
。

◎
道
徳
教
育
に
つ
い
て

・
実
生
活
で
生
き
る
徳
育
を
進
め
ま
す
。

・
す
べ
て
の
学
校
教
育
活
動
を
通
し
て
、

　
規
範
意
識
の
高
揚
を
図
り
、体
験
的
・

　
実
践
的
に
指
導
で
き
る
よ
う
工
夫
改

　
善
に
努
め
ま
す
。

・
各
学
年
で
押
さ
え
る
べ
き
こ
と
を
明

　
確
に
し
、
効
果
的
な
資
料
の
活
用
を

　
図
り
ま
す
。

《
課
題
教
育
に
つ
い
て
》

◎
体
験
活
動
に
つ
い
て

・
自
然
学
校
や
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

　
ク
等
の
活
動
内
容
を
検
証
し
、
あ
ら

　
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
成
果
を
活
用
す

　
る
よ
う
に
努
め
ま
す

◎
防
災
教
育
に
つ
い
て

・
防
災
訓
練
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

　
り
ま
す
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
防
災
･
防
犯
研

　
修
会
を
開
催
し
、
危
機
管
理
意
識
を

　
向
上
さ
せ
ま
す
。

◎
人
権
教
育
に
つ
い
て

・
仲
間
意
識
や
共
に
生
き
る
心
の
醸
成

　
を
図
り
、
学
校
教
育
全
体
で
人
権
意

　
識
の
高
揚
を
目
指
し
ま
す
。

《
特
色
あ
る
教
育
に
つ
い
て
》

・
地
域
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
、
全

　
校
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ス
ク
ー
ル
事
業

　
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
５

中学２年生が１週間、学校を離れ、地

域の事業所等で体験活動を行う「トラ

イやる・ウィーク」

今
後
の
改
善
策

平成２０年５月平成２０年５月号号５



氏　名区氏　名区氏　名区氏　名区

水 本 俊 幸北真弓竹 村　 勲黒川柴 田 一 明生野新町羽 渕 正 勝生野１区

生
野

坂 本　 薫南真弓篠 原 和 美猪野々白 瀧　 彰奥銀谷谷 藤 法 央生野２区

上 田　 繁川尻藤 田　 力白口早 草　 守小野足 立 克 行生野３区

小 路 陽 司栃原大 城　 保円山三滝 球磨榮生野緑ケ丘中 井 武 四生野４区

藤 本　 直小田和白 瀧 英 雄竹原野宮 田 謙 一生野５区

清 水 隆 夫菖蒲沢竹 村 和 美上生野日 下 義 忠生野６区

松 岡 隆 晴竹田中町岩 本　 強法興寺川 見 和 秀平野（和田山）朝 倉 征 夫林垣

和
田
山

平 位 雅 彦竹田上町古屋敷　茂立ノ原今 井 美 治土田足 立　 均緑ケ丘（和田山）

足 立 年 生竹田新町浅 田 郁 雄枚田岡谷 口 正 士西土田中 村 直 行秋葉台１区

藤 本　 正殿町習 田　 至玉置金 山 彰 治宮田村 上　 定秋葉台2区

北 垣 榮 宏旭町藤 井 義 正桑原森 田 浩 市高瀬稲 津 和 之秋葉台３区

家 所 盛 夫東町衣 川 莞 爾柳原森 田 幸 紀法道寺吉 良 秀 俊秋葉台４区

山 本 吉 弘栄町藤 原 捷 好白井森 下 恒 夫岡下 村 育 夫寺内

小田垣 幹朗安井青 山 忠 勝宮後 藤 泰 人芳賀野矢 島 重 雄万葉台

太田垣　進殿清 田 正 巳久田和古 澤 宏 三宮内繁 田 常 市高生田

松 本 勝 次三波稲 津　 勝東和田田 中　 馨高田山本 久右衛門室尾

藤 原 雅 俊藤和須 磨 貞 夫中太 田 好 昭和田山上町天 野　 智市場

治部 進一郎久留引鯉渕 新太郎野村石 川 克 彦和田山京口和 田 隆 行和田

藤本 陽之介加都西　 清 美岡田前 田　 稔和田山本町仲 村　 守竹ノ内

坂 本 弘 幸筒江松 本 良 夫弥生が丘１区佐 藤 隆 雄和田山新町長 野 徳 雄内海

講 本 光 男久世田新 宮 郁 朗弥生が丘２区金 山 俊 郎駅北金 丸 二 郎朝日

藤 原 俊 幸城南台石 原 紘 正竹田下町高 階 雅 好枚田田 辺 秀 夫和田山駅前

安 福　 進米屋町田 村 重 雄市御堂戸 田 幸 男寺谷

冨 田 哲 夫観音町笠 垣 幹 夫比治豊 田　 巖東谷

松 本 紀 夫溝黒福 島 賢 次西地衣 川 泰 司田ノ口村 上 泰 雄滝田

山
東

山 本 利 近山歳西 村 正 幸西谷藤 原　 榮金浦奥 藤 康 正大垣

上 村 高 清喜多垣杉 田 秀 文比叡小田垣純一末歳谷 川 昌 之矢名瀬下町

西 澤　 裕迫間西 垣 悦 男東足立 賢一郎諏訪大 橋 完 治矢名瀬中町

藤 本 隆 夫与布土田 中 嘉 昭柴中塚 修二朗大月平 田 尚 志川原町

岸田 研二朗森田 中　 貢一品小 山 正 毅向大道岩 村 年 隆上ゲ町

岡 林 史 郎三保岡田 昭治郎上早田三 宅 岩 次楽音寺水 谷 利 夫新堂

西 村　 繁越田山 本　 巖早田的 場 文 夫清水町今 井 幸 夫大内

谷 村　 弘柿坪牧 日 出 男和賀池 本 茂 則小谷山 本　 甫塩田

西 山 俊 介柊木村 上　 彰田中足 立 義 郎野間

北 垣 泰 男羽渕羽 渕 富 夫新井３区丸 尾 良 昭澤寺 尾 康 男物部

朝
来

林 田 政 一口田路杉 田 孝 夫八代松本幹一郎山内藤 原　 晃桑市

清 水 重 雄中田路関　 静 男山本谷 野　 覺納座荒 木 強 志上八代

西 垣 春 男奥田路山 田 典 夫土肥古 屋 敏 夫川上松 田 一 郎立脇

鴨 谷　 貢元津安 積　  茂老波荒 川 弘 晴山口柴 田 幸 弘愛タウン

大 河　 覺上岩津山 下 正 之佐中松 尾 達 夫立野井 上 利 之多々良木

森 田 恒 雄平野（朝来）佐 藤 晴 英新井１区山 中 一 之石田

中 島 一 成神子畑太田垣 総一郎新井２区古 田 諄 輔伊由市場

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元元
元

　　朝来市全区区長名簿

＜敬称略＞

平成２０年度の市内１６１区の区長さんをお知らせします。（1月と4月の改選により３４区で区長さんが代

わられました。）　　　　　　　　　　　　　　 ※区長の改選時期　生野４月　和田山１月　山東４月　朝来１月

区長さんの紹区長さんの紹介介
お世話になります

広報 朝朝来来 ６



葛一般会計（歳出）　　　　　　　　　　 　　(単位：円)

支出割合支出済額予算額款

98.5%203,125,765 206,131,000 議 会 費

87.0%2,718,630,217 3,125,554,000 総 務 費

60.7%2,626,793,291 4,330,970,000 民 生 費

93.7%1,508,489,621 1,609,912,000 衛 生 費

99.9%30,157,000 30,161,000 労 働 費

67.4%747,082,911 1,108,031,000 農林水産業費

90.8%311,701,891 343,173,000 商 工 費

47.0%995,127,233 2,117,325,000 土 木 費

92.5%570,593,607 616,810,000 消 防 費

95.1%2,454,170,279 2,581,836,000 教 育 費

0.0%0 1,000 災 害 復 旧 費

99.9%3,858,065,048 3,858,658,000 公 債 費

0.0%0 1,000 諸 支 出 金

0.0%0 20,237,000 予 備 費

80.3%16,023,936,863 19,948,800,000 歳 出 合 計

１ 歳入歳出の予算の執行状況

　平成１９年度の１０月１日から３月３１日までの市の財政状況をお知らせします。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下半半半半半半半半半半半半半半半半半半半半年度下半期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１０月～３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月）））））））））））））））））））））財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公財政状況公表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

葛特別会計・公営企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)
支 出 割 合支 出 済 額歳 出 予 算 額収 入 割 合収 入 済 額歳 入 予 算 額会 計 名

99.9%18,335,932 18,360,000 89.6%16,453,731 18,360,000 住宅資金貸付事業

96.3%3,263,335,057 3,388,500,000 85.7%2,903,396,915 3,388,500,000 国 民 健 康 保 険

95.6%4,081,247,166 4,267,448,000 83.8%3,576,601,306 4,267,448,000 老 人 保 健

82.1%29,625,889 36,100,000 38.6%13,931,995 36,100,000 簡 易 水 道 事 業

97.3%3,501,170 3,600,000 18.4%661,693 3,600,000 と 畜 場

45.1%20,071,716 44,500,000 78.9%35,119,941 44,500,000 宅 地 開 発 事 業

92.3%5,909,049 6,400,000 78.1%5,000,000 6,400,000 休 日 診 療 所

90.7%1,540,062,828 1,697,900,000 37.2%631,152,358 1,697,900,000 下 水 道 事 業

61.3%36,252,361 59,100,000 92.4%54,608,576 59,100,000 訪 問 看 護 事 業

95.4%2,853,109,069 2,991,456,000 78.3%2,343,697,617 2,991,456,000 介 護 保 険

69.9%6,992,177 10,000,000 54.4%5,439,145 10,000,000 財 産 区

46.1%350,910,911 760,767,000 97.4%767,939,143 788,573,000 収益的
水 道 事 業

72.0%596,664,358 828,333,000 99.6%384,330,658 385,767,000 資本的

27.4%1,387,714 5,059,000 111.1%4,496,411 4,046,000 収益的
工業用水道事業

90.0%1,039,500 1,155,000 0.0%0 0 資本的

87.4%96,765,997 110,696,000 87.8%97,207,387 110,696,000 収益的農業共済事業

葛一般会計（歳入）　　　　　　　　　　　　(単位：円)
収入割合収入済額予算額款

98.7%5,036,445,325 5,102,131,000 市 税
107.0%255,042,000 238,400,000 地 方 譲 与 税
130.1%19,907,000 15,300,000 利子割交付金
199.3%23,917,000 12,000,000 配当割交付金
133.0%16,098,000 12,100,000 株式等譲渡所得割交付金
90.0%345,758,000 384,100,000 地方消費税交付金
150.7%23,810,220 15,800,000 ゴルフ場利用税交付金
79.5%146,285,000 184,100,000 自動車取得税交付金
100.0%28,100,000 28,100,000 地方特例交付金
102.2%6,152,755,000 6,017,440,000 地 方 交 付 税
98.6%8,870,000 9,000,000 交通安全対策特別交付金
74.8%235,990,721 315,628,000 分担金及び負担金
102.5%815,110,848 795,491,000 使用料及び手数料
81.3%828,621,414 1,019,837,000 国 庫 支 出 金
51.6%660,268,160 1,279,156,000 県 支 出 金
97.5%365,024,067 374,469,000 財 産 収 入
71.1%6,879,851 9,672,000 寄 附 金
0.0%0 941,854,000 繰 入 金

100.0%132,561,732 132,562,000 繰 越 金
87.9%757,039,493 861,460,000 諸 収 入
16.6%365,000,000 2,200,200,000 市 債
81.3%16,223,483,831 19,948,800,000 歳 入 合 計

２ 基金の状況　　　　　　　　　　　 　(単位：円)

３月末残高基金名会計区分

4,359,678,110 財 政 調 整 基 金

一　般
44,782,233 減 債 基 金

4,425,363,659 そ の 他 特 定 目 的 基 金
417,407,454 土 地 開 発 基 金
579,347,939 財 政 調 整 基 金国　保
531,233,965 下 水 道 減 債 基 金

下　水 112,070,502 農業集落排水施設維持基金
155,126,901 下 水 道 施 設 維 持 基 金
104,289,829 介護保険給付費準備基金介　護
135,296,115 生 野 財 産 区 基 金財産区

10,864,596,707 合　　　計

３ 地方債の状況　　　　　　　(単位：円)
３月末残高会　計　名
32,825,929,797 一 般 会 計
43,359,439 住 宅 資 金 貸 付 事 業特

別
会
計

305,996,135 簡 易 水 道 事 業
69,583,645 宅 地 開 発 事 業

11,559,817,476 下 水 道 事 業
4,493,800,384 水 道 事 業 会 計
49,298,486,876 合　　計

■問い合わせ　市役所財務課　　☎６７２－６１１７

４ 一時借入金の状況（平成２０年３月３１日現在）　(単位：円)
一時借入金残高限　度　額会　計　名
2,000,000,000 3,000,000,000 一 般 会 計

0 200,000,000 国民健康保険
0 100,000,000 水 道 事 業

平成２０年５月平成２０年５月号号７



　
和
田
山
上
町
の
和
田
山
町
商
工

会
館
南
側
（
地
蔵
堂
裏
）
に
道
標

が
あ
り
ま
す
。
な
ん
の
変
哲
も
な

い
道
標
で
す
が
、
実
は
、
 伊
 
い

 能
 

の

う

 忠
 

た

だ

 敬
 と
非
常
に
関
係
の
あ
る
も
の
な

た

かの
で
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
伊
能
忠
敬
は
、
日
本
で
は
じ
め

て
統
一
し
た
縮
尺
の
日
本
地
図
を

つ
く
っ
た
人
物
で
す
。

　
ま
た
、
彼
の
用
い
た
測
量
技
術

は
非
常
に
精
度
の
高
い
も
の
で
、

現
在
の
測
量
技
術
の
基
礎
を
築
き

ま
し
た
。
　
歳
で
隠
居
し
、
翌
年

４９

江
戸
に
出
て
暦
学
と
天
文
学
を
勉

強
。
　
歳
に
な
っ
て
か
ら
　
年
に

５５

１７

及
ぶ
歳
月
を
か
け
て
日
本
国
内
を

歩
い
て
測
量
し
ま
し
た
。
測
量
の

た
め
に
歩
い
た
日
数
は
３
千
７
百

　
日
、
距
離
は
４
万
３
千
７
百
７

５３㌔
に
も
及
び
ま
す
。

　
伊
能
忠
敬
が
測
量
の
た
め
に
た

ど
っ
た
足
跡
は
、
『
測
量
日
 記
 』

　
注
１

や
『
伊
能
大
 図
 』
で
明
ら
か
に

　
注
２

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
但
馬
に

も
二
度
来
て
い
ま
す
。
朝
来
市
に

は
二
度
目
の
文
化
　
年
（
１
８
１

１１

４
）
、
姫
路
城
下
か
ら
二
班
に
分

か
れ
て
但
馬
の
内
陸
部
を
測
量
し

た
時
に
来
て
い
ま
す
。
伊
能
忠
敬

伊能忠敬朝来を測る伊能忠敬朝来を測る①①
～～測量隊が残した測量ポイン測量隊が残した測量ポイントト～～
有形文化財・石造物（和田山上町に残る道標有形文化財・石造物（和田山上町に残る道標））

第６回

広報 朝朝来来 ８

伊
能
忠
敬
の
銅
像
（
東
京
深
川
、
富
岡
八
幡
宮
）

　和田山上町に残る道標（中央部）

　
市
教
育
委
員
会
が
平
成
　
年
度
か

１７

ら
　
年
度
の
期
間
で
実
施
し
て
い
る

２１
国
史
跡
茶
す
り
山
古
墳
の
保
存
整
備

事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
埋
葬
施
設
の
整
備
（
復
元
レ

プ
リ
カ
と
陶
板
に
よ
る
平
面
表
示
）
や

葺
石
の
一
部
公
開
（
露
出
展
示
）、
古
墳

頂
上
と
墳
丘
平
坦
部
の
埴
輪
復
元
レ

プ
リ
カ
の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
古
墳
本
体
の
ほ
か
、
周
辺
の

公
園
整
備
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
駐
車

場
な
ど
の
整
備
を
実
施
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

　
公
園
等
の
正
式
な
公
開
は
、
整
備
事

業
が
終
了
す
る
平
成
　
年
度
以
降
の

２１

予
定
で
す
。

畿
地
方
最
大
級
の
円
墳
の
姿
、蘇
る

近近

古墳本体のほとんどの部分で整備が完了していることから、一
般の見学も可能（専用駐車場なし）。ただし、一般見学できる期
間は平成２０年度の保存整備工事が始まるまで（概ね７月末日）
です。

　
４
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日

１５

１０

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
は
４
月
６
日
、
市
内
２
か
所

で
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
は
、
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
と

安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
を

手
渡
し
な
が
ら
、「
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。」
と
ド
ラ
イ
バ
ー
に
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

通
事
故
防
止
を
訴
え
る

交交

啓発グッズなどを配り、交通安全を呼び掛け
ました。（生野町口銀谷）



平成２０年５月平成２０年５月号号９
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を
隊
長
と
す
る
本
隊
は
加
西
郡
、

多
可
郡
、
氷
上
郡
を
測
り
な
が
ら

遠
坂
峠
を
越
え
て
山
東
か
ら
和
田

山
に
入
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
忠
敬
の
補
佐
と
し
て
活

躍
し
た
 永
井
 

な

が

い

 甚
左
衛
門
 を
隊
長
と

じ

ん

ざ

え

も

ん

す
る
支
隊
は
福
崎
、
粟
賀
、
猪
篠

か
ら
生
野
に
入
り
、
山
口
か
ら
新

井
、
竹
田
を
経
て
和
田
山
に
至
り
、

伊
能
本
隊
と
合
流
し
ま
し
た
。
こ

の
時
つ
な
げ
た
測
量
ポ
イ
ン
ト
が
、

冒
頭
に
紹
介
し
た
和
田
山
上
町
の

道
標
な
の
で
す
。
こ
の
道
標
に
は

「
右
　
は
り
ま
、
左
　
い
せ
」
と

刻
ま
れ
て
お
り
、
播
但
道
と
山
陰

道
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

注
１
　
『
測
量
日
記
』
：
伊
能
忠
敬

　
が
測
量
の
期
間
中
、
一
日
も
欠
か

　
さ
ず
書
き
記
し
た
。
日
記
は
、
日

　
付
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
日
の
天
候

　
や
出
発
時
間
、
測
量
を
し
た
場
所

　
の
地
名
、
休
憩
、
宿
と
な
っ
た
家
、

　
来
訪
者
の
名
前
な
ど
細
か
く
書
か

　
れ
て
い
て
、
伊
能
忠
敬
の
足
取
り

　
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
２
　
『
伊
能
大
図
』
：
伊
能
図
に

　
は
、
大
き
く
小
図
、
中
図
、
大
図

　
の
３
種
類
あ
り
ま
す
。
大
図
は
縮

　
尺
が
最
も
大
き
な
も
の
で
、
２
百

　
　
枚
で
日
本
全
土
を
描
き
表
し
て

１４
　
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
に
ア
メ
リ

　
カ
議
会
図
書
館
で
写
本
が
２
百
　１４

　
枚
中
２
百
７
枚
発
見
さ
れ
、
大
き

　
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
地
図
に

　
は
測
線
が
朱
書
き
さ
れ
、
測
量
で

　
歩
い
た
ル
ー
ト
を
知
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

※
『
伊
能
大
図
』
（
但
馬
関
係
）の

　
写
し
と
『
測
量
日
記
』
は
、豊
岡

　
市
日
高
町
の
但
馬
国
府
・
国
分

　
寺
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
消
防
団
は
４
月
　
日
、
和
田
山

１３

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
朝
来
市
消
防

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、金
田
団
長
が「
複
雑
多
様

化
す
る
災
害
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
知
識
と
技
術
の
研
さ
ん
に
努
め
、

安
心
安
全
な
朝
来
市
づ
く
り
に
力
を

つ
く
し
て
ほ
し
い
」と
団
員
に
訓
示
し

ま
し
た
。そ
の
後
、新
入
団
員
の
任
命

や
消
防
活
動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

団
員
や
家
族
に
表
彰
状
や
感
謝
状
な

ど
を
伝
達
。さ
ら
に
会
場
を
円
山
川
東

河
橋
下
流
に
移
し
、　
分
団
が
一
斉
放

２０

水
を
行
い
ま
し
た
。

火
・
防
災
の
決
意
新
た
に

防防 　
市
は
３
月
　
日
、
あ
さ
ご
さ
さ
ゆ
り

２２

ホ
ー
ル
で
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０

８
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
四
日
市
大
学
教

授
・
岩
崎
恭
典
さ
ん
の
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
で
、
元
気
な
ま
ち
に
！
」
と
題

し
た
基
調
講
演
と
第
２
次
分
権
型
社

会
シ
ス
テ
ム
検
討
懇
話
会
の
検
討
報

告
に
続
い
て
、
市
民
団
体
な
ど
５
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
岡
山
県
和
気

町
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
先
進
事
例

や
市
民
活
動
の
取
組
な
ど
が
紹
介
さ

れ
、
朝
来
市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
熱
心
に
話

し
合
い
ま
し
た
。

民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市市

パネルディスカッションでは、活動の取組
や課題を話し合いました。

３４人の新入団員を代表して和田山支団第２分団の日
下部和昭さんが「何事にも恐れず、忠実に消防団の任務
を遂行します」と宣誓しました。

「国土地理院蔵　伊能大図」朝来市分抜粋　彩色図
（米国）



　
新
年
度
を
迎
え
た
４
月
上
旬
、市

内
の
保
育
所
や
幼
稚
園
、小
・
中
学
校

で
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
与
布
土
小
学
校
で
は
４
月
９
日
、

体
育
館
で
入
学
式
を
開
催
。　
人
の

１２

新
１
年
生
が
在
校
生
や
保
護
者
、先

生
に
見
守
ら
れ
る
中
、担
任
の
先
生

に
名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、大

き
な
声
で「
は
い
」と
返
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、市
内
で
保
育
園
児
６

百
　
人
、幼
稚
園
児
４
百
６
人
、小
学

３４
生
２
百
　
人
、中
学
生
３
百
　
人
が

９５

３４

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
い

楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
い
なな

教室では、緊張した面持ちで担任の先生の言うこ
とに元気に答えていました。

まちのイベントや地域の話題をお届けします まままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちち のののののののののののののの わわわわわわわわわわわわわわ だだだだだだだだだだだだだだまちのわだ いいいいいいいいいいいいいいい

　
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
は
３
月

　
・
　

日
の
両
日
、
チ
ャ
イ
ル
ド

３０

３１

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
、
大
阪
市
な
ど
の
美
術
館
で
芸
術

を
鑑
賞
し
た
り
、
芸
術
の
森
に
あ
る

ア
ト
リ
エ
村
に
泊
り
込
ん
で
作
品
を

作
っ
た
り
し
て
芸
術
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

今
回
は
５
人
が
参
加
。
２
日
目
に
挑

戦
し
た
テ
ー
ピ
ン
グ
石
膏
を
使
っ
た

立
体
造
形
作
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち

は
思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ
、

ア
ー
ト
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

芸
術
の
森
で
ア
ー
ト
ざ
ん
ま
い
の
２
日

芸
術
の
森
で
ア
ー
ト
ざ
ん
ま
い
の
２
日
間間

　
生
野
銀
山
へ
い
く
ろ
う
祭
が
、
４

月
　
日
、
史
跡
生
野
銀
山
で
開
催
さ

１３
れ
、
多
く
の
屋
台
が
並
ぶ
中
、
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、恒
例
の「
全
日
本
ト
ロ
ッ

コ
力
自
慢
選
手
権
大
会
」
で
は
、　７９

人
の
力
自
慢
が
小
学
生
、
一
般
女
性
、

一
般
男
性
の
３
部
門
に
別
れ
、
傾
斜

約
　
度
の
レ
ー
ル
上
で
　
秒
の
間
に

１０

３０

ど
こ
ま
で
引
け
る
か
を
競
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
大
勢
の
観
客
の
声
援
を

受
け
、
歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
懸

命
に
ロ
ー
プ
を
手
繰
り
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

全力でトロッコを引く参加者

　
糸
井
地
域
自
治
協
議
会
の
「
糸
井

見
知
隊
」
は
４
月
５
日
、「
糸
井
を
見

て
知
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
今
年
の
２
月
に
設

立
。
今
年
度
か
ら
各
部
会
で
具
体
的

な
事
業
計
画
を
立
て
、
活
動
を
展
開

し
て
い
く
上
で
、
ま
ず
は
糸
井
の
魅

力
や
課
題
を
見
て
知
っ
て
お
く
こ
と

が
不
可
欠
と
、
４
部
会
で
「
糸
井
見

知
隊
」
を
結
成
。
地
域
開
発
部
会
を

中
心
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
部
会
員
や
協
議
会
関
係

者
な
ど
　
人
が
参
加
。
和
田
山
郷
土

２８

歴
史
館
や
竹
ノ
内
の
 隕
 石
落
下
地
点
、

い
ん

糸
井
渓
谷
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

地
元
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し

地
元
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
てて

生
野
銀
山
に
力
自
慢
が
集

生
野
銀
山
に
力
自
慢
が
集
合合

落下日時がはっきりしているもの・化学分
析して世界に発表されたものでは日本第
１号。落下地点には、当時のようすを記し
た石碑が立っています。

慣
れ
な
い
針
金
細
工
や
テ
ー
ピ
ン
グ
石
膏
の

材
料
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
楽
し
み
な
が

ら
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

広報 朝朝来来 １０
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偕
 和
    

倶
楽
部
栃
原
グ
ル
ー
プ
は
、

か

い

わ

３
月
　
日
、
旧
栃
原
小
学
校
木
造
校

３０

舎
の
大
掃
除
と
工
作
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
栃
原
は
え
え
な
あ
春
休
み
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
旧
栃
原
小
学
校
は
、
平
成
　
年
３

１７

月
に
百
　
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

３２

ま
し
た
が
、
今
も
残
る
木
造
校
舎
で

は
同
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
毎
年
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
栃
原
地
域
内
外
か
ら
約

　
人
が
参
加
。
掃
除
の
後
は
た
こ
や

７０紙
ブ
ー
メ
ラ
ン
作
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
昼
食
に
は
「
す
い
と
ん
」

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
懐
か
し

い
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

木造校舎を大掃除。廊下ではぞうき
んがけの競争も。

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
校
舎
を
き
れ
い

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
校
舎
を
き
れ
い
にに

　
４
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

市
内
各
所
で
桜
が
満
開
と
な
り
、
花

見
を
楽
し
む
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
ま
し
た
。

　
３
月
　
日
に
山
開
き
が
行
わ
れ
た

３０

立
雲
峡
で
は
、
多
く
の
観
光
客
が
来

山
。
満
開
の
桜
の
花
を
眺
め
な
が
ら

散
歩
し
た
り
、
弁
当
を
広
げ
た
り
し

て
、
の
ど
か
な
春
の
一
日
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。 
ま
た
、
ム
ー
セ
旧
居

前
の
神
子
畑
川
沿
い
や
山
東
町
早
田

の
大
同
寺
の
境
内
で
は
桜
の
木
が
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
華
や
か
な
春
の

夜
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

花
の
シ
ー
ズ
ン
到

花
の
シ
ー
ズ
ン
到
来来

　
和
田
山
町
内
の
愛
好
者
で
つ
く
る

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
あ
お
ぞ
ら
」

は
４
月
　
日
、
J
R
和
田
山
駅
前
の

１３

交
流
施
設
「
と
ま
り
木
サ
ロ
ン
わ
だ

や
ま
」
で
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
サ
ー
ク
ル
は
、
３
年
前
に
公
民

館
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座
の
受
講
生
を

中
心
に
結
成
。
以
来
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
を
慰
問
し
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
通

じ
た
音
楽
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
演
奏
会
で
は
、「
青
い
山
脈
」や「
赤

い
靴
」な
ど
　
曲
を
披
露
。
集
ま
っ

１６

た
聴
衆
も
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
わ
せ
て

歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

街
角
に
響
く
懐
か
し
の
音

街
角
に
響
く
懐
か
し
の
音
色色

懐かしのヒット曲や童謡などを軽快に披露する
「ハーモニカグループあおぞら」のメンバー

東京から朝来市を応援

第
２
回
東
京
あ
さ
ご
会
開
催

　「
東
京
あ
さ
ご
会
」
は
２
月
　１７

日
、
東
京
都
台
東
区
の
上
野
精

養
軒
で
、
第
２
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
平
成
　
年
８
月
、
朝

１８

来
市
出
身
者
を
中
心
に
設
立
。

そ
の
後
も
会
合
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、
朝
来
市

出
身
者
や
関
係
者
を
会
員
と
す

る
こ
と
の
ほ
か
、
元
最
高
裁
判

事
の
千
種
秀
夫
さ
ん（
和
田
山
町

出
身
）を
会
長
と
す
る
こ
と
な
ど

を
決
め
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
今
後
も
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
郷
土
朝
来
市

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活

動
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

平成２０年５月平成２０年５月号号１１

総会には約１１０人が参加

満開に咲く桜（立雲峡）



　
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
や
不
安
、
問
題

な
ど
の
解
決
を
図
り
、
女

性
が
主
体
的
か
つ
積
極
的

に
暮
ら
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
６
月
か
ら

毎
月
１
回
（
第
２
水
曜
日

（
休
日
の
場
合
は
第
１
水

曜
日
）　
時
～
　
時
）女
性

１３

１６

問
題
相
談
日
を
開
設
し
ま

す
。
　
経
験
豊
か
な
女
性
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
予
約
制

の
た
め
、
電
話
で
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
初
回
相
談
日
　
６
月
　１１

　
日
　
　
時
～
　
時
（
予

（水）
１３

１６

　
約
制
）

▽
場
所
　
市
防
災
セ
ン
タ

　
ー
（
前
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

　
ビ
和
田
山
局
舎
）

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
人
権
推
進
共
同

　
参
画
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
２

▽
日
時
　
平
成
　
年
１
月

２１

　
　
日
　
　
時
開
式

１１

（日）
１３

▽
場
所
　
和
田
山
ジ
ュ
ピ

　
タ
ー
ホ
ー
ル

▽
対
象
者
　
昭
和
　
年
４

６３

　
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
人
権
推
進
共
同
参
画

　
課
　
緯
６
７
２－

６
１
２
２

　
市
は
、
商
工
業
経
営
の

振
興
を
図
る
た
め
、
市
内

商
工
業
者
に
運
転
資
金
・

設
備
資
金
の
融
資
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

▽
資
金
使
途
　
運
転
資
金
、

　
設
備
資
金

▽
融
資
限
度
額
　
法
人
の

　
場
合
１
千
万
円
／
個
人

　
の
場
合
８
百
万
円

▽
融
資
利
率
　
年
利
　
％
１．７

　
～
　
％
（
融
資
期
間
に

２．２

　
よ
る
）

▽
取
扱
金
融
機
関
　
但
馬

　
銀
行
・
み
な
と
銀
行
・

　
但
馬
信
用
金
庫
・
但
陽

　
信
用
金
庫
・
兵
庫
県
信

　
用
組
合
の
朝
来
市
内
の

　
各
支
店

▽
申
請
方
法
　
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
商
工
会
を
経
由
し
て
取

　
扱
金
融
機
関
に
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込

　
書
は
取
扱
金
融
機
関
と

　
各
町
商
工
会
に
あ
り
ま

　
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　

　
市
役
所
商
工
観
光
課

　
緯
６
７
２－

４
０
０
３

　
生
野
町
商
工
会

　
緯
６
７
９－

２
２
３
３

　
和
田
山
町
商
工
会

　
緯
６
７
２－

２
３
６
２

　
山
東
町
商
工
会

　
緯
６
７
６－

２
４
０
５

　
朝
来
町
商
工
会

　
緯
６
７
７－

１
１
９
０

　
中
小
企
業
金
融
の
現
場

で
経
験
を
積
ん
だ
金
融
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
金
融
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
無

料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
資
金
繰
り
等
の
金
融

相
談
や
融
資
制
度
の
紹
介

な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
　
毎
週
木
曜
日

▽
相
談
時
間
　
９
時
～
　１７

　
時
　
分
（
昼
休
憩
１
時

１０

　
間
あ
り
）

▽
開
催
場
所
　
市
役
所
南

　
庁
舎

▽
金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会

　
黒
田
豊
彦
さ
ん

▽
相
談
方
法
　
開
催
日
時

　
に
開
催
場
所
へ
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫

　
県
信
用
保
証
協
会

　
緯
０
１
２
０

－

５
３
７

－

０
０
１

　
市
が
行
っ
て
き
た「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
制
度
」と

「
生
ご
み
処
理
機
購
入
補

助
制
度
」は
３
月
で
終
了

し
ま
し
た
。補
助
制
度
は

な
く
な
り
ま
す
が
、今
後

と
も
環
境
に
配
慮
し
た
循

環
型
社
会
へ
の
取
組
に
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
生
活
環
境
課

女
性
問
題
相
談
日
の
開

設

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

広報 朝朝来来 １２

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

補
助
制
度
の
終
了

但
馬
地
区
金
融
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
設
置

平
成
　
年
朝
来
市
成
人

２１

式

日時：５月２５日（日）８：３０～１２：００

場所：道の駅「但馬のまほろば」　☎６７６－５１２１

採れたて新鮮野菜、

味噌や佃煮・漬物

などが満載！！

一般道からも利用できます！

産 直 の 会

道の駅「但馬のまほろば」
「朝市」

第２３第２３回回

のの
保保国国 ひひ

ろろ ばば

《国民健康保険高齢受給者証の一部負担金の割合表《国民健康保険高齢受給者証の一部負担金の割合表示示》》

■問い合わせ　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　国民健康保険高齢受給者証は４月１日で更新されています。

　先に、「高齢者医療制度の見直しのおしらせ」として、負担割

合の引き上げが１年間凍結されたことをお知らせしましたが、

新受給者証に記載している一部負担金の割合の表示が【２割（平

成２０年７月３１日までは１割）】となっています。（※現役並み

所得者＝３割負担の人は除く）

　これは、高齢受給者証が、毎年８月１日に所得状況を確認の

上負担区分を判定し、一斉更新されるためです。そのため、受

給者証自体の有効期限である「７月３１日までは･･･」と表示さ

れています。一斉更新の際、負担区分が変わらなければ「平成

２１年３月３１日までは１割」の表示に変わります。

自自自自自自

朝
来
市
中
小
企
業
融
資

制
度



平成２０年５月平成２０年５月号号１３

　
緯
６
７
２－

６
１
２
１

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
は
健
康
の
基
本
で
す
。

食
生
活
改
善
を
中
心
に
生

涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
程
　
６
月
～
３
月
の

　
期
間
に
　
回
開
催
予
定

１１

※
開
講
日
　
６
月
　
日
　

１０

（火）

　（
毎
月
第
４
火
曜
日
９

　
時
　
分
～
。
開
催
週
は

３０

　
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

▽
場
所
　
県
和
田
山
健
康

　
福
祉
事
務
所

▽
内
容
　
栄
養
・
運
動
等

　
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

　
て
の
講
話
と
実
習

※
講
座
修
了
者
に
は
県
知

　
事
か
ら
修
了
証
書
が
交

　
付
さ
れ
ま
す
。

▽
受
講
料
　
無
料
（
実
習

　
材
料
費
・
テ
キ
ス
ト
代

　
等
実
費
）

▽
申
込
締
切
　
５
月
　
日
２３

　
　（金）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
県
和
田
山
健
康
福
祉
事

　
務
所
健
康
増
進
課

　
緯
６
７
２－

６
８
７
０

・
市
役
所
健
康
課

　
緯
６
７
２－

５
２
６
９

　
市
青
い
鳥
学
級
は
、
視

覚
障
害
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共

に
、
仲
間
づ
く
り
や
生
き

が
い
を
見
つ
け
よ
う
と
す

る
交
流
の
学
級
で
す
。
多

く
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
い
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？
受
付
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

※
ご
家
族
、
ご
近
所
で
視

　
覚
障
害
の
あ
る
方
が
あ

　
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
記

　
事
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教

　
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
緯
６
７
７－

２
１
１
６

　
地
域
団
体
の
活
性
化
や

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
住
民
や
地
域
団
体

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
主

体
的
に
取
り
組
む
活
動
に

対
し
、
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体
　
但
馬
地
域

　
を
活
動
基
盤
と
し
て
い

　
る
地
域
団
体

▽
助
成
金
額

　
①
地
域
活
動
枠
事
業
…

　
　
１
件
当
た
り
　
～
　

１０

５０

　
　
万
円

　
②
広
域
活
動
枠
事
業
…

　
　
１
件
当
た
り
　
～
百

１０

　
　
万
円

▽
募
集
受
付
期
間
　
４
月

　
　
日
　
～
５
月
　
日
　

２１

（月）

２３

（金）

▽
説
明
会
　
５
月
８
日
　（木）

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い

　
但
馬
推
進
会
議
事
務
局

　
（
但
馬
県
民
局
県
民
運
動
課
内
）

　
緯
０
７
９
６

－

２
６

－

３
６
４
７

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
受
講
生

募

集

 
募

集
 
 

　県では震災の教訓を踏まえ、わが家の安全性を確認す

ることで、耐震化が図れるよう「簡易耐震診断推進事業」

を実施しています。

　この制度は、耐震診断を希望する住宅所有者の求めに

応じて、県内の市役所、町役場が「簡易耐震診断員（建築

士）」を派遣して簡易耐震診断を行い、その結果を住宅所

有者に報告するものです。

　また、平成１２～１４年度に実施した「わが家の耐震診断

推進事業」とこの事業で耐震性

が劣ると診断された場合で、一

定の条件を満たせば、県が実施

している「わが家の耐震改修促

進事業」で耐震改修計画策定費、

耐震改修工事費の一部に助成を

受けることができます。

 

 

 

※累計は平成２０年の合計子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上

交通事故の状況（３月中）朝来警察署
物
損
事
故

傷者（人）死者（人）人
身
事
故

区

分

合

計

そ
の
他

高
齢
者

子
ど
も

合

計

そ
の
他

高
齢
者

子
ど
も

１１１
（４２１）

１６
（６４）

１２
（５３）

３
（８）
１

（３）
０
（１）

０
（０）

０
（１）

０
（０）

１３
（４７）

市内
（累計）

犯罪発生状況（３月末累計）朝来警察署

その他侵入盗街頭犯罪

手

口

万

引

き

暴

行

傷

害

詐

欺

出

店

あ

ら

し

事
務
所
あ
ら
し

金

庫

破

り

忍

び

込

み

空
き
巣
ね
ら
い

自

転

車

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自

動

車

盗

器

物

損

壊

部

品

盗

自
動
販
売
機
あ
ら
し

車

上

ね

ら

い

ひ

っ

た

く

り

強
制
わ
い
せ
つ

路

上

強

盗

９１１１００１０１１３０１４１１５０００件数

「簡易耐震診断推進事業」を実施しています

■問い合わせ

◇「簡易耐震診断推進事業」について

　市役所都市開発課　☎６７２－６１２７

◇「わが家の耐震改修促進事業」及び制度全般について

　兵庫県県土整備部建築指導課防災耐震係

　　　　　　　　　　☎０７８－３４１－７７１１（内線5868）

対　　象　昭和５６年５月３１日以前に着工した住宅（平

　成１２～１４年度に実施した「わが家の耐震診断推進事

　業」を受けた住宅は対象になりません。）

診断手数料　１棟当たり３，０００円（木造戸建住宅の場合。

　建物の構造等によって異なります。）

申込方法　市役所都市開発課に備え付けている簡易耐

　震診断員名簿に登録されている診断員の内諾を受け、

　都市開発課へお申し込みください。
青
い
鳥
学
級
生
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

但
馬
地
域
づ
く
り
活
動

応
援
助
成
事
業

児童福祉週間　５月５日～１１日

「つたわるよ めとめをあわせて はなしたら」
社会福祉課

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概

概
概
概
概
概

火災・救急の状況（３月中）朝来市消防本部
累

計

救　急累

計

火　災区

分
合

計

そ

の

他

急

病

一
般
負
傷

交
通
事
故

合

計

そ

の

他

車

両

林

野

建

物

３３７１０１１０６０１９１２３２１００１件数



　
市
は
、第
４
期（
平
成
　２１

年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
）

２３

の
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
す
る
た
め
、
朝
来
市

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策

定
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
の
委
員
会
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
・
募
集
人
数

　
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

　
該
当
し
、
市
政
に
積
極

　
的
に
協
力
す
る
意
思
が

　
あ
る
人

　
被
保
険
者
の
代
表

　
①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

　
　
４
月
１
日
現
在
で
　４０

　
　
歳
以
上
の
人

　
②
市
民
の
視
点
か
ら
客

　
　
観
的
で
公
平
に
審
議

　
　
が
で
き
る
人

　
③
国
家
公
務
員
、
地
方

　
　
公
務
員
又
は
他
の
各

　
　
種
委
員
会
等
の
委
員

　
　
を
兼
ね
て
い
な
い
人

　
・
募
集
人
数

…
３
人

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　
①
市
内
の
介
護
保
険
事

　
業
所
で
勤
務
し
て
い
る

　
人

②
市
民
の
視
点
か
ら
客
観

　
的
で
公
平
に
審
議
が
で

　
き
る
人

③
他
の
各
種
委
員
会
等
の

　
委
員
を
兼
ね
て
い
な
い

　
人
　
・
募
集
人
数

…
２
人

▽
委
員
の
任
期
　
１
年
間

　
（
今
回
委
嘱
す
る
委
員

　
の
任
期
は
、
平
成
　
年
２１

　
３
月
末
ま
で
）

▽
仕
事
の
内
容
　
会
議
へ

　
出
席
し
、
介
護
保
険
事

　
業
に
係
る
保
険
給
付
の

　
円
滑
な
実
施
に
関
す
る

　
検
討
を
行
い
ま
す
。
会

　
議
は
６
回
程
度
開
催
す

　
る
予
定
で
す
。

▽
委
員
報
酬
　
市
の
規
定

　
に
よ
る
額
を
支
払
い
ま

　
す
。

▽
応
募
方
法
　
応
募
用
紙

　
に
住
所
・
氏
名
等
の
必

　
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

　
郵
送
又
は
電
子
メ
ー
ル
、

　
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

　
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
選
考
方
法
　
書
類
選
考

　
と
し
、
選
考
結
果
は
応

　
募
者
全
員
に
郵
送
で
通

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

ホ
ー
ル
・
美
術
館
等
の
催
し

あさご芸術の森美術館
松田一戯・京子展

■期日　６月１日（日）～７月１３日（日）

■場所　美術館２階展示室

■内容　但馬の木彫作家松田一戯さん京子さん夫

　妻の作品を展示します。

■入館料　大人５００円／大学・高校生３００円／小・中

　学生２００円

   ■問い合わせ　あさご芸術の森美術館　☎６７０－４１１１ 
　休館＝水曜日及び祝日の翌日（水曜日が祝日の場合はその翌日）

ヒメハナ公園展示会
竹竹紙紙・・竹竹筆筆のの世世界界（（～～竹竹のの紙紙竹竹のの筆筆三三昧昧～～））
期間　５月１４日（水）～２５日（日）
出展者　田崎博和氏（宍粟市）

■問い合わせ　ヒメハナ公園事務所　☎６７６－４５８７
　休館＝月曜日（月曜日が祝日の場合開館）

暮らしのお知らせ

介
護
保
険
事
業
計
画
等

策
定
委
員
会

■公演日　７月１３日（日）　■開演　１３：３０

■料金　５００円（当日割増なし）

　　　　《全席自由》

※友の会会員は１００円ＯＦＦ

　（２枚まで）

□前売券発売開始日 ５月１４日（水）

第８回和田山ジュピターホール
 アマチュアミュージックフェスティバル

■問い合わせ　和田山ジュピターホール　☎６７２－１０００
　休館＝月曜日（月曜日が祝日の場合その翌日）

自動車税の納期限は６月２日（月）です。

広報 朝朝来来 １４

黒沼ユリ子の『夕鶴物語』　～森 はな生誕１００周年記念～
■公演日　９月３日（水）《全席指定》

■開演　１８：３０　

■料金

　 （当日は各３００円増）

　※友の会会員は各２００円ＯＦＦ（２枚まで）

黒
沼
ユ
リ
子
さ
ん

高校生以下大人
１，５００円３，０００円S席
１，０００円２，０００円A席 □前売券発売開始日

友の会 ５月２９日（木）
一　般 ６月３日（火）

アマチュアミュージックフェスティバル

　納税はお近くの銀行・農協などの金融機関、郵便局、コン

ビニエンスストア又は県税事務所で。

但馬県民局和田山県税事務所　☎６７２－６８６１

校
長
先
生
と
教
頭
先
生
の
異
動

 転
入
・
昇
進
・
転
任
 

※
（
 ）は
異
動
前
の
学
校

《
梁
瀬
小
学
校
》

皆
木
正
子
校
長（
豊
岡
市

立
中
筋
小
学
校
教
頭
）

《
梁
瀬
中
学
校
》

田
路
彰
三
校
長（
豊
岡
市

立
日
高
東
中
学
校
教
頭
）

《
和
田
山
中
学
校
》

森
田
　
宏
校
長（
和
田
山

中
学
校
教
頭
）

前
田
由
記
夫
教
頭（
豊
岡

市
立
福
住
小
学
校
教
頭
）

《
枚
田
小
学
校
》

三
木
芳
喜
教
頭（
大
蔵
小

学
校
教
頭
）

《
大
蔵
小
学
校
》

成
田
健
一
教
頭（
竹
田
小

学
校
教
頭
）

《
竹
田
小
学
校
》

政
次
敏
博
教
頭（
養
父
市

立
広
谷
小
学
校
教
諭
）

《
朝
来
中
学
校
》

小
田
敏
朗
教
頭（
豊
岡
市

立
但
東
中
学
校
教
諭
）

 転
　
出
 

※（
 ）は
異
動
先
の
学
校

《
梁
瀬
小
学
校
》

中
島
 浩
校
長（
豊
岡
市
立

府
中
小
学
校
）

《
朝
来
中
学
校
》

中
野
和
重
教
頭（
養
父
市

立
大
屋
中
学
校
校
長
）

 退
　
職
 

《
和
田
山
中
学
校
》

藤
原
嘉
信
校
長

《
梁
瀬
中
学
校
》

松
上
春
義
校
長

《
枚
田
小
学
校
》

田
中
直
樹
教
頭 （

４
月
１
日
付
け
）



平成２０年５月平成２０年５月号号１５

　
知
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
５
月
７
日

　
　
～
　
日
　
必
着
（
郵

（水）

２０

（火）

　
送
の
場
合
は
、
当
日
消

　
印
有
効
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
高
年
福
祉
課

　
緯
６
７
２－

６
１
２
４

　
電
子
メ
ー
ル
　k

o
u
n
e

　n
@
city
.a
sa
g
o
.h
y
o
g
o

.jp

 神尾真由子ヴァイオリン・リサイタル 
■公演日　６月１１日（水）

■開演　１８：３０　《全席指定》

■料金　大人 ２，５００円

　　　　高校生以下 １，０００円

　　　　（当日は各２００円増）

■問い合わせ　生野マインホール　☎６７９－４５００
　休館＝月曜日

中村美律子コンサート
■公演日　５月１７日（土）

■開演　昼の部 １４：３０／夜の部 １８：３０

■料金　Ｓ席：６，５００円／Ａ席：６，０００円

　　　　／Ｂ席：５，０００円（当日は各３００円増）

　　　　※友の会会員は各３００円ＯＦＦ（２枚まで）

　　　　《全席指定》　＊前売券好評発売中＊

２回公演

■公演日　６月１４日（土）

■開演　朝の部 １０：３０／昼の部 １４：００

■料金　大人：１，５００円／中学生以下：１，０００円（当日は各３００円増）　

　　 ※友の会会員は各１００円ＯＦＦ（２枚まで）《全席指定》

　　 □前売券好評発売中

劇団銀河鉄道のぬいぐるみミュージカル

　 『　ピ　ノ　キ　オ　』 ２回公演

中村美律子さん

和田山ジュピターホール生野マインホール

税
５月の税

固定資産税　１期

納期　６月２日（月）まで

５月の税人間ドック検診料金の一部を助成しています

助成対象者　市(国保)が実施する、特定健診を受診しない３０歳以上の市

　国保加入者（特定健診との重複受診は補助対象外）

助成金額　１０，０００円

人間ドッグの予約　各自で下記の指定病院に予約してください。

助成金申請手続き　人間ドック予約後、受診日までに申請手続きを行い、

　「人間ドック利用助成券」の交付を受けてください。申請手続きは、市役所

　市民課又は各支所地域振興課でできます。

助成対象者

　①人間ドック助成金交付申請書は市役所市民課又は各支所地域振興課に

　　あります。

　②申請を受け、「人間ドック利用助成券」を交付しますので、人間ドック当

　　日に国民健康保険証と利用助成券を病院受付に必ず提出してください。

　　提出がないと、助成が受けられないことがあります。

　③病院の人間ドックのコースによっては、利用助成券が使用できず、後

　　日に申請者への直接支払いとなることがあります。

　④この制度を利用されると、病院から市へ受診結果が報告されることを

　　ご了解ください。

　⑤人間ドック料金や検査内容は、病院によって異なりますので病院にお

　　尋ねください。

指定病院

 マインホールシネマ　『母べぇ』　
■公演日　５月１８日（日）　《全席自由》

■開演　①１１：００／②１５：００／③１８：３０

■料金　大人 ８００円／小・中高生５００円

　　　　（当日は各２００円増）

山田洋二監督。吉永小百合主演の昭和初期を
舞台とした感動の家族ドラマ。

神尾真由子さん

　市(国保)では、加入者の皆さんを対象に、人間ドックの費用を一

部助成しています。

検診料金(参考)電話番号病院名検診料金(参考)電話番号病院名

３１，５００円０７９-６６２-５５５５公立八鹿病院４０，５００円０７９６-２２-６１１１公立豊岡病院

３８，８５０円０７９０-３２-１３３１公立神崎総合病院３６，７５０円０７９６-４２-１６１１日高医療センター
※乳がん・子宮がん検診等オプション検査については、各病院にお尋ねください。

■申請手続き及び問い合わせ先

　市役所市民課　☎６７２－６１２０（直通）

　生野支所地域振興課　６７９－５８０１（直通）

　山東支所地域振興課　６７６－２０８０（代表）

　朝来支所地域振興課　６７７－１１６５（代表）

発掘調査速報展

－平成１９年度の調査から－

古代あさご館企画展

開催期間：４月２６日（土）～７

　月２１日（月）

展示内容：池田古墳など市内

　の４遺跡の発掘調査で出土

　した遺物を展示。調査の概

　要や確認された遺構の状況

　などの説明を行います。

展示解説：４月２９日（火）、５月

　１８日（日）、６月１５日（日）い 

　ずれも１４時～（３０分程度）

講師：埋蔵文化財センター職員

定員：２０人（申込み不要）

問い合わせ：古代あさご館

　　　　　　☎６７０－７３３０



広報 朝朝来来 １６

暮らしのお知らせ

■問い合わせ　　豊岡社会保険事務所　☎０７９６－２２－３１９６／市役所市民課　☎６７２－６１２０

　６０歳までの間に保険料の納め忘れや免除を受けた期間がある人や、６０歳になるまでの間に年金を受

けるために必要な期間（保険料を納めた期間と保険料を免除された期間を合わせて原則として２５年以

上）を満たしてない人も、申出により国民年金に任意加入することができます。

　任意加入する場合（海外居住による場合を除く。）の国民年金保険料の納付方法は、４月１日からは

口座振替による納付が原則となりました。

国民年金の任意加入の保険料の納付は、口座振替が原則となりました

手続方法の変更点　資格取得申出書を提出してもらう際、「口座振替申出書」又は「口座振替によらない事由
該当申出書」のいずれかを提出していただきます。（「口座振替申出書」及び「事由該当申出書」は豊岡社会保険

事務所及び市民課又は各支所地域振興課の国民年金担当窓口にあります。）

注意事項

１ 以下のような場合は、「事由該当申出書」を提出し、納付書で納付していただきます。

　①預金口座及び貯金口座がない場合

　②資格喪失するまでの期間の保険料をまとめて前納する場合

　③預金口座又は貯金口座があっても、保険料の口座振替納付に対応していない場合

２ 任意加入の資格取得日は、資格取得申出日となりますが、同時に提出していただく「口

　座振替申出書」又は「事由該当申出書」を後日提出される場合は、その提出日が資格取

　得日となります。

３ 任意加入期間が複数年にまたがる場合で、初年度分から前納を希望されるときは、資

　格取得申出書と同時に口座振替申出書を提出した上で、初年度分は納付書による前納

　とし、その後の資格喪失までの期間の保険料は口座振替による納付となります。

４ クレジットカードによる納付は、口座振替によらない事由に該当しません。

５ 口座振替申出書の金融機関の確認印は任意加入申込時に押印が無くてもかまいません。

　※社会保険事務所から金融機関へ確認します。

６ 口座振替手続きの事務手続上の都合により、任意加入取得月の保険料は納付書により納付していただく場

　合があります。

７ 口座振替申出書には、預金（貯金）口座の金融機関名・口座番号・口座名義人等のほか、金融機関の届出印の

　押印が必要となります。任意加入の手続きには、預金（貯金）通帳及び金融機関の届出印を持参してください。

日時　６月７日（土）１３時３０分～（開場１３：００）

会場　養父市立ビバホール（ 養父市広谷２５０ 養父公民館内）

定員　３００人（入場無料）

～地域の多彩な「才」が、新しい地域を「創造」する～

地才地創シンポジウムＩＮ但馬

日時　５月３１日（土）１３時３０～（受付１２時３０分～）

場所　和田山ジュピターホール

定員　８００人（入場無料）

■問い合わせ　但馬県民局企画調整課　☎０７９６－２６－３６１１ ■問い合わせ　和田山ロータリークラブ　☎（兼FAX）６７２－５４３５

ＬＤ・ＡＤＨＤ・アスペルガー障害の
幼児・児童・生徒へのかかわり方
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朝来市国民健康保険 特定健康診査等実施計画を策定しました

■問い合わせ　市役所市民課　☎６７２－６１２０

　医療制度の改正に伴い、３０歳以上の国民健康保険被保険者等を対象に生活習慣病予防に着目した

特定健康診査・特定保健指導を行います。このため、市では、その実施方法や目標とする実施率など

を定めた「特定健康診査等実施計画」を策定しましたので、その概要をお知らせします。

○目標値の設定　特定健康診査等の実施及び成果に係る目標を設定し、達成に向けた取組を強化します。

[目標値]

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度

６５%６０%５０%４０%３０%健 診 実 施 率

４５%４０%３０%２５%３０%指 導 実 施 率

１０%――――メタボ減少率

○特定健康診査等の実施方法等

[特定健康診査]

５月～１１月（１７日間）時 期

検診車地区巡回（１１会場）による集団検診方 法

兵庫県厚生農業共同組合連合会健診機関

基本的な健診の項目

詳細な健診の項目（医師の判断による追加項目）

実施項目

７０歳未満 １，５００円／７０歳以上５００円自己負担

質問票（服薬歴・喫煙歴等）、身体計測（身長・体重・

BMI・腹囲）、理学的検査（診察）、血圧測定、血中脂質検

査（中性脂肪・HDLｺﾚｽﾃﾛーﾙ・LDLｺﾚｽﾃﾛーﾙ）、血糖検査

（空腹時血糖・HbA１c）、肝機能検査（GOT・GPT・γ‐

GTP）、尿検査（尿糖・尿たん白）、貧血検査（赤血球数・

血色素量・ヘマクリット値）

心電図検査（65歳以上は全員実施）、眼底検査

[特定保健指導]
《積極的支援》　特定健診の結果、生活習慣の改善

　が必要な人で、専門職による継続的できめ細や

　かな支援が必要な人に対し、３か月以上継続し

　て支援し、終了後あるいは６か月後に改善状況

　を確認します。

《動機付け支援》　特定健診の結果、生活習慣の改

　善が必要と判断された人で、生活習慣を変える

　に当たり、意思決定の支援が必要な人に対し、

　行動計画を作り、６か月後に改善状況を確認し

　ます。

《指導内容等》　面接・集団指導・個別指導を通じ

　て、生活習慣の改善及びメタボの解消を目指し

　ます。（自己負担：積極的支援1,500円・動機

　付け支援500円）

○受診券の発行　特定健診を受診する際には、医療保険者が発行する受診券が必要です。

　国民健康保険及び後期高齢者医療の対象者で、健診申込者には、市から受診券を発行しますので、受診

　の際には、保険証と一緒に受診券を持参してください。

　※特定健康診査等実施計画の詳細は朝来市ホームページに掲載していますので、ご覧ください。
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わだやま合唱団　結成３０周年記念演奏会「２００８・初夏のコンサート」

日時　６月７日（土）１９時～　会場　和田山ジュピターホール

■問い合わせ　わだやま合唱団団長　森本正夫　☎６７２－２２９０

童謡や唱歌、日本民謡を優雅な女声合唱や本格的

な混声合唱で歌う楽しい演奏会を開催します。夏

の夜のひとときをお楽しみください。
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健康コーナー
献血にご協力を！

■問い合わせ　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

　　　　　　　兵庫県赤十字血液センター豊岡出張所　☎０７９６－２４－０２６８

広報 朝朝来来 １８

　平成１９年度はたくさんの皆さんに献血にご協
力いただきありがとうございました。（平成１９年

度の市内献血者数：９３３人）人間の生命を維持す

るために欠くことのできない血液はまだ人工的に

造ることができません。さらに、生きた細胞であ

る血液は長い期間保存することもできません。輸

血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくた

めには、絶えず皆さんの献血が必要となります。

　今年度は下記日程で、献血を予定していますの

で、ご理解とご協力をお願いします。

◎献血における注意事項

・献血手帳、献血カードを持っている人は、必ずご

　持参ください。（平成１８年度１０月から、献血カー

　ドが導入されました。）

・採血者、血液安全のため、献血をお断りする場合

　がありますが、ご理解をお願いします。

・輸血用血液のさらなる安全性の向上を図るため、

　本人確認を実施しています。献血受付の際に、

　運転免許証などの提示をお願いする場合があり

　ますが、ご協力をお願いします。

採血基準

４００mL献血２００mL献血

１８歳～６９歳※１６歳～６９歳※年 齢

男女とも５０kg以上男性４５kg・女性４０kg体 重

２００mL献血と４００mL献血を合わせて
男性１，２００mL以内／女性８００ｍL以内

年間総献血量

男性は１２週間後、
女性は１６週間後の
同じ曜日から可能

男女とも４週間後
の同じ曜日から可
能

献血間隔

※４００ｍＬ献血をお願いします。　
　輸血は副作用との闘いで、同じ血液型の血液で

あってもできるだけ少人数の血液で賄うことが望

まれます。そのため、一人の献血者からより多く

の量を献血し、輸血の安全性と効果を高める４００ｍ

L献血へのご理解とご協力をお願いします。

献血の日程

時　間実施場所日　程

１０：００～１１：００／１２：３０～１５：００竹田地区市民会館５/１９（月）

１０：００～１１：００／１２：３０～１５：００生野保健センター５/２７（火）

６月以降の献血予定

実施場所日　程実施場所日　程

和田山保健センター１１/１７（月）農業研修センター６/６（金）

東河地区市民会館
糸井地区市民会館

１/１９（月）
山東老人福祉センター６/１７（火）

朝来老人福祉保健センター６/２３（月）

朝 来 商 工 会１/２１（水）大蔵地区市民会館８/４（月）

生野保健センター１/２３（金）農業研修センター９/８（月）

山東老人福祉センター２/１６（月）生野保健センター９/２９（月）

朝来老人福祉保健センター３/６（金）朝来老人福祉保健センター１０/１７（金）

山東老人福祉センター（山東商工会）１０/２０（月）

暫 暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫暫

■問い合わせ　市役所健康課（和田山保健センター）　☎６７２－５２６９

　市では、４月から「こんにちは赤ちゃん事業」

を実施して、子育ての支援を行います。

　地区の民生・児童委員が身近な相談者として、生

後４か月までの赤ちゃんがいる家庭を訪問し、育

児や産後の生活などの相談をお受けするとともに、

子育て情報に関する資料をお渡しします。

【訪問対象者】　平成２０年４月以降に生まれた児の

　家庭

【訪問期間】生後２～３か月頃

【訪問スタッフ】　民生・児童委員

【費用】　無料

【訪問内容】　赤ちゃんやお母さん

　の健康、育児に関する相談／子

　育てに関する資料の配布

※後日、担当民生・児童委員から

訪問についての電話連絡があります。

こんにちは赤ちゃん事業を始めました

５月は「赤十字運動月間」です
　赤十字は「人の命と尊厳を守る」ことを目的として、医療事業や献血をはじめ、国内外での地震や台風な

どによる被災者の救援活動など、幅広い分野で活動を行っています。

　赤十字の人道的な活動は、全て皆さんからお寄せいただいた資金を財源として行っています。

　赤十字の活動についてご理解いただき、活動資金へのご協力をよろしくお願いいたします。

■問い合わせ　市役所社会福祉課　☎６７２－６１２３
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　表　彰　
　
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
や
、参
画
と
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る「
県
こ
う
の
と

り
賞
」「
く
す
の
き
賞
」を
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
地
域
新
聞
づ
く
り
を
提
唱
、
企
画

し
、
編
集
責
任
者
と
し
て
今
日
ま
で

継
続
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 足立英一さん

（桑原区）
鈴木和子さん
（東谷区）

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
枚
田
岡
会
館
文

化
祭
で
永
年
、
実
行
委
員
の
役
員
と

し
て
企
画
、
運
営
、
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
こ
う
の
と
り
賞

　在宅介護支援センターは、在宅で生活している何

らかの支援を必要とする本人やその家族の立場に

立って相談を受け、必要な保健・福祉サービスが受

けられるように、行政機関、サービス提供機関、居

宅介護支援事業所等との連絡調整を行っています。

また、サービスの内容や利用方法などの広報や啓発

活動に関する情報を提供したり、看護師や介護福祉

士などの専門職員が要介護・要支援状態となるおそ

れのある高齢者やその家族等の相談に応じたりして

います。

こんな相談に応じています

・介護保険の手続きはどうしたらいいの…？

・病院から退院が近づいているけど、どのようにし

　たらいいの…？

・手すりの取り付けや段差の解消をしたいけれど、

　どのようにしたらいいの…？

・ひとり暮らしの生活が不安になってきた。

　こんな悩みのある人は、お近くの在宅介護支援セ

ンターにお気軽にご相談ください。

◎電話、訪問などさまざまな方法で相談に応じます。

●在宅介護支援センター窓口 

・生野在宅介護支援センター（生野支所内）

　担当：太田麻梨　　☎６７０－５２０２（直通）

　　　　　　　　　　☎６７９－２２４０

・山東在宅介護支援センター（山東支所内）

　担当：石田久美　　☎６７６－２０８０

・朝来在宅介護支援センター（あさがおホール内）

　担当　太田まき　　☎６７７－１９０１

・和田山在宅介護支援センター（地域包括支援センター兼務）

　担当　夜久美由紀　☎６７２－４００４
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■問い合わせ先　朝来市地域包括支援センター　

　　　　　　　　 ☎６７２－４００４

地域包括支援センターの

ご存知ですか？“在宅介護支援センター”

窓

健康情報テレホンサービス（５月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう     よう  こ  い

兵庫県保険医協会　URL　http://www.hhk.jp

学習障害（ＬＤ）とは月曜日
歯が痛いときの応急手当法火曜日
「心臓に雑音がある」と言われたら水曜日
めまいについて木曜日
最近の水虫の話題金・土・日

　
地
域
社
会
で
永
年
に
わ
た
り
伝
統
文
化
を
守
り
育
て
て
き
た
個
人

や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
を
、
山
王
神
社
ざ
ん
ざ
か

踊
り
保
存
会（
寺
内
区
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

円山いずみ会
（円山）

　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

指
導
や
生
命
の
貯
蓄
体
操
の

普
及
、
男
性
向
け
の
料
理
教

室
の
開
催
な
ど
地
域
の
健
康

づ
く
り
に
幅
広
く
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

県
く
す
の
き
賞

奉納の模様（踊りの奉納は毎
年７月第３日曜日）

　
約
４
百
年
前
か
ら
続

く
ざ
ん
ざ
か
踊
り
を
継

承
す
る
た
め
、
昭
和
　４５

年
に
同
保
存
会
を
結
成
。

以
来
、後
継
者
を
育
成
、

指
導
し
、
伝
統
芸
能
の

保
存
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
  ふ
る
さ
と
文
化
賞



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山・山東地区が合

同で、生野・朝来地区が合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２０．５．１３,５００

５/16～５/16～６６/15/15各 種 相 談 の ご 案 内 くらしのカレくらしのカレンンダーダー
場　　所内　　容月　日

和田山保健センター１歳６か月児健診５/１６（金）

八王子グラウンド生野グラウンド・ゴルフ大会５/１７（土）

筒江農村広場和田山春季ソフトボール大会（地区の部）５/１８（日）

竹田地区市民会館献血５/１９（月）

生野保健センター
和田山地域

３か月児・８か月児健診
狂犬病予防集合注射（和田山）

５/２０（火）

山東老人福祉センター
和田山保健センター
和田山地域

離乳食教室
３歳児健診
狂犬病予防集合注射（和田山）

５/２１（水）

和田山保健センター
和田山地域

３か月児健診
狂犬病予防集合注射（和田山）

５/２２（木）

和田山スポーツ公園グラウンド第9回和田山グラウンド・ゴルフ大会５/２３（金）

５/２４（土）

生野・山東・朝来地域クリーン但馬１０万人大作戦５/２５（日）

５/２６（月）

生野保健センター
和田山保健センター

献血
ポリオ予防接種

５/２７（火）

和田山保健センターポリオ予防接種５/２８（水）

朝来福祉多目的ホールポリオ予防接種５/２９（木）

５/３０（金）

５/３１（土）

ダム湖周辺
八王子グラウンドほか
和田山地域

第２３回たたらぎダム湖マラソン大会
生野ソフトボール大会
クリーン但馬１０万人大作戦

６/１（日）

６/２（月）

６/３（火）

６/４（水）

和田山保健センター８か月児健診６/５（木）

６/６（金）

６/７（土）

国道３１２号チェーン脱着場
（羽渕）

朝来市消防団ポンプ操法大
会（ポンプ車操法の部）

６/８（日）

６/９（月）

６/１０（火）

朝来福祉多目的ホール３か月児・８か月児健診６/１１（水）

朝来福祉多目的ホール１歳６か月児・３歳児健診６/１２（木）

和田山保健センター３か月児健診６/１３（金）

６/１４（土）

朝来体育館朝来バレーボール大会（春季）６/１５（日）

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要

望などをお聞きします。

■とき　５月１９日（月）　１３：３０～１５：００

■ところ　生野保健センター

　　　　　和田山老人福祉センター

　　　　　山東老人福祉センター

　　　　　朝来老人福祉保健センター

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。

■とき・ところ　１３：００～１６：００

　浜坂多目的集会施設　　   ５月１０日（土）

　豊岡市民会館４階中会議　５月１７日（土）

　和田山ジュピターホール１階研修室　６月７日（土）

■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部

　司法書士法律相談委員会

　☎０７９－６７６－３３６８

（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所

　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有

料。１回３０分、予約制）をお受けします。

■とき　５月２２日（木）１３：００～１６：００

■ところ　和田山老人福祉センター

■相談料　５，２５０円

■予約　☎０７８－３５１－１２３３

心配ごと相談

　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の

相談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

６月４日（水）生野保健センター

５月１４日（水）市役所南庁舎

５月２１日（水）山東老人福祉センター

５月２８日（水）朝来老人福祉保健センター

　「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と

は
、
春
の
夜
は
ま
こ
と
に

眠
り
心
地
が
い
い
の
で
、

朝
が
来
た
こ
と
に
も
気
付

か
ず
、
つ
い
寝
過
ご
し
て

し
ま
う
こ
と
。
▽
新
年
度

に
入
っ
て
１
か
月
。
そ
ろ

そ
ろ
新
し
い
職
場
・
環
境

に
も
慣
れ
、
緊
張
か
ら
開

放
さ
れ
て
職
場
、
学
校
で

ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
？
▽
そ
の

「
ウ
ト
ウ
ト
」、
睡
眠
不
足

が
原
因
の
も
の
な
ら
ば
、

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
一
つ
。
▽

「
い
び
き
は
万
病
の
も
と
」

―
毎
晩
い
び
き
を
か
く
人

の
半
分
以
上
は
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
文

字
ど
お
り
、
眠
っ
て
い
る

間
に
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
病
気
で
、
先
日
の
テ

レ
ビ
で
は
７
時
間
の
睡
眠

時
間
の
う
ち
、
５
時
間
半

も
呼
吸
が
停
止
し
、
回
数

に
す
る
と
数
百
回
も
の
呼

吸
停
止
を
繰
り
返
す
人
も
。

睡
眠
不
足
で
翌
日
強
い
眠

気
を
感
じ
た
り
、
居
眠
り

を
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な

く
、
心
臓
に
負
担
が
か
か

り
続
け
、
高
血
圧
、
不
整

脈
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
疾
患
、
脳
血
管

障
害
を
発
症
す
る
と
い
う

結
果
を
招
く
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
起
こ
り
や
す

い
の
は
、
肥
満
の
人
、
ア

ゴ
の
小
さ
い
人
な
ど
。
い

ず
れ
も
眠
っ
た
と
き
に
気

道
が
狭
く
な
り
や
す
い
の

が
原
因
。
ぐ
っ
す
り
寝

む
っ
て
い
る
の
に
、
疲
れ

が
取
れ
な
い
人
、
家
族
に

睡
眠
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願

い
し
て
み
て
は
？

F

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談

ください。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００

６月１１日（水）生野保健センター

６月１２日（木）和田山農業研修センター

〃山東老人福祉センター

〃朝来老人福祉保健センター

編

集

後

編

集

後

記記

広報 朝来朝来 ２０この広報紙は、自然環境を考えて
ソイ（大豆油）インキを使用しています。
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